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集
会
・
行
動
呼
び
か
け

武
力
で
平
和
・
く
ら
し
は
守
れ
な
い
！
─
９
・
17
行
動
へ	

渡
辺
健
樹

　

甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
東
日
本
大
震
災
と
未
だ
出
口
も
見
え
な
い
東
電
・
福
島

原
発
事
故
。
仮
設
住
宅
の
建
設
も
遅
々
と
し
て
進
ま
ず
、原
発
事
故
に
至
っ
て
は
政
府
・

東
電
に
よ
る
情
報
隠
し
と
被
害
補
償
を
め
ぐ
る
政
府
・
電
力
会
社
・
金
融
機
関
の
間

で
責
任
の
な
す
り
あ
い
が
続
い
て
い
ま
す
。
正
確
な
情
報
を
開
示
さ
せ
、「
安
全
神
話
」

を
振
り
ま
き
な
が
ら
原
発
を
推
進
し
、
甘
い
汁
に
群
が
っ
て
き
た
者
た
ち
の
責
任
の
所

在
を
明
ら
か
に
し
、
被
災
者
へ
の
全
面
的
な
補
償
を
実
現
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
必
要
で

す
。
そ
し
て
、
脱
原
発
・
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
転
換
を
図
っ
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。｢

復
興
税｣

を
名
目
と
す
る
ド
サ
ク
サ
紛
れ
の
消
費
税
増
税
な
ど
絶
対

に
許
し
て
は
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

災
害
救
援
の
名
に
よ
る
軍
事
作
戦
に
異
議
あ
り
！

　

さ
ら
に
こ
の
間
、被
災
者
救
援
の
名
の
下
に
一
〇
万
人
も
の
自
衛
隊
員
が
動
員
さ
れ
、

ま
た
「
ト
モ
ダ
チ
作
戦
」
の
名
に
よ
り
原
子
力
空
母
ロ
ナ
ル
ド
・
レ
ー
ガ
ン
を
は
じ
め

多
く
の
米
軍
も
展
開
し
ま
し
た
。
わ
ざ
わ
ざ
普
天
間
の
海
兵
隊
を
投
入
し
、
沖
縄
駐
留

海
兵
隊
の
「
有
用
性
」
も
喧
伝
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
未
曾
有
の
震
災
・
原
発
事
故
の
ド
サ
ク
サ
に
紛
れ
て
米
軍
・
自
衛
隊
は
か
つ

て
な
い
有
事
さ
な
が
ら
の
共
同
作
戦
態
勢
を
と
り
、
日
米
有
事
即
応
体
制
は
こ
れ
ま
で

の
演
習
の
域
を
超
え
て
飛
躍
的
に
強
化
さ
れ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
も
そ
も
原
子

力
空
母
ロ
ナ
ル
ド
・
レ
ー
ガ
ン
は
、
朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国
（
北
朝
鮮
）
に
向
け

た
大
規
模
な
米
韓
合
同
軍
事
演
習
に
参
加
予
定
が
、
日
本
の
震
災
に
よ
り
急
き
ょ
振
り

向
け
ら
れ
た
も
の
で
す
。
こ
の
大
災
害
の
さ
な
か
の
三
月
末
に
は
、
米
軍
へ
の
「
思
い

や
り
予
算
」
特
別
協
定
が
民
主
・
自
民
・
公
明
な
ど
の
賛
成
で
国
会
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

毎
年
約
一
八
八
〇
億
円
を
五
年
に
渡
り
米
軍
に
供
与
す
る
内
容
で
す
が
（
総
額
約
一
兆

円
！
）、
こ
の
よ
う
な
予
算
が
あ
る
な
ら
被
災
地
救
援
・
復
興
に
こ
そ
回
す
べ
き
で
す
。

昨
年
来
、
日
米
韓
軍
事
同
盟
の
強
化
の
動
き
が
強
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
が
、
六
月
二
一

日
の
日
米
安
全
保
障
協
議
委
員
会
（
２
＋
２
）
で
は
、
あ
く
ま
で
辺
野
古
へ
の
基
地
建

設
に
固
執
し
つ
つ
、
日
米
韓
、
日
米
壕
の
軍
事
協
力
体
制
の
強
化
を
確
認
し
て
い
ま
す
。

新
た
な
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
排
外
主
義
は
ゴ
メ
ン
だ
！

　

こ
う
し
た
動
き
に
連
動
す
る
よ
う
に
、い
ま
「
が
ん
ば
ろ
う
日
本
」
と
い
っ
た
ナ
シ
ョ

ナ
リ
ズ
ム
の
宣
伝
が
Ｔ
Ｖ
な
ど
で
繰
り
返
し
流
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
政
府
は
、震
災
・

原
発
事
故
の
陰
で
、
朝
鮮
高
校
の
無
償
化
適
用
を
延
期
し
、
北
朝
鮮
へ
の
「
制
裁
」
延

長
を
閣
議
決
定
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、「
竹
島
は
日
本
固
有
の
領
土
」「
韓
国
が
不
法
占

拠
」
な
ど
新
教
育
指
導
要
領
に
基
づ
く
中
学
校
教
科
書
を
検
定
通
過
さ
せ
、
韓
国
・
朝

鮮
の
人
々
の
反
発
を
招
い
て
い
ま
す
。
震
災
の
直
撃
を
受
け
た
宮
城
県
の
村
井
嘉
浩
知

事
は
、
こ
の
時
期
に
東
北
朝
鮮
学
校
へ
の
補
助
金
打
ち
切
り
を
決
め
て
い
ま
す
。
朝
鮮

学
校
や
そ
の
生
徒
た
ち
は
被
災
者
で
は
な
い
と
で
も
言
う
の
で
し
ょ
う
か
。

　

私
た
ち
は
、
こ
う
し
た
動
き
に
対
し
て
、
市
民
・
民
衆
の
側
か
ら
「
武
力
で
平
和
・

く
ら
し
は
守
れ
な
い
！
日
米
韓
軍
事
同
盟
も
原
発
も
い
ら
な
い
！
」
と
い
う
声
を
大
き

く
あ
げ
、
ま
た
国
際
的
な
市
民
・
民
衆
の
連
帯
の
流
れ
を
作
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

９
・
17
行
動
へ
多
く
の
皆
様
の
結
集
を
呼
び
か
け
ま
す
。

日　

時　

９
月
17
日(

土)

午
後
１
時
半
開
会
（
１
時
開
場
）

場　

所　

全
水
道
会
館
（
Ｊ
Ｒ
、
都
営
三
田
線
「
水
道
橋
駅
」
下
車
・
徒
歩
２
分
）

講　

演　
「
ト
モ
ダ
チ
作
戦
」
と
日
米
韓
軍
事
態
勢
を
問
う
（
仮
題
）

　
　
　
　
　
　
　

湯
浅
一
郎
さ
ん(

ピ
ー
ス
デ
ポ
代
表)　

ほ
か

■
集
会
後
、
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン

［
呼
び
掛
け
］　

日
韓
民
衆
連
帯
全
国
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、「
戦
争
と
女
性
へ
の
暴
力｣

日
本
実
行
委
員

会
（
Ｖ
Ａ
Ｗ
Ｗ-
Ｎ
Ｅ
Ｔ
ジ
ャ
パ
ン
）、
反
安
保
実
行
委
員
会
、
許
す
な
！
憲
法
改
悪
・
市
民
連

絡
会
、
基
地
は
い
ら
な
い
！
女
た
ち
の
全
国
ネ
ッ
ト
、
在
日
韓
国
民
主
統
一
連
合
（
順
不
同
）




